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 本企画は、東ユーラシアの宴に表出する、かれらの社会的文化的特徴を、大国ロシア・中国
に挟まれた地理的・文化的な位置づけや、ホストとゲストの間のトランズアクションを手がかりとし
ながら検討するものである。  

 饗宴は、贈与交換による社会的競合や調和を表現するフィールドとして、諸地域において象
徴的な意味をもっている。寛大さとそれを示す態度の競争は、社会的秩序の維持に必要であっ
た。儀礼としての饗宴そのものをめぐっては、そのリミナリティをめぐる社会文化的意味、所与の
文化を象徴する宴の空間、食事や酒のシェアリングによる社会的紐帯の形成、強化といった機
能が指摘されてきた。 

 本企画は、新たに「歓待」および「境界」という概念に注目することにより、東ユーラシアの宴に
関する理解を、個別でありながらも、普遍性をもった議論へと接近させたい。すなわち、宴を自
己と他者とが出会い、両者のさまざまなトランズアクションを経て相互の分離／接合が現れる契
機としてとらえ、そこから諸地域社会における社会性の所在を探求する。ここにおいて、「歓待
（hospitality）」は、そのことばが喚起する第一義的な理解にとどまらない意味をもつ。それは、単
にホストから招かれたゲストへのもてなしではなく、招かれざる客、よそ者、あるいは敵といった、
さまざまな他者との間に生起する交渉、トランズアクション、すなわち「交歓（fraternization）」とい
いうるのではないか。 

 遊牧という生業に根差すテュルク、モンゴルにおいて、社会は人びとが離合集散するなかで
成り立っているため、接客の場はしばしば一回的かつ瞬発的に他者と関わる場となる。彼らの
ふるまいはだからこそ、瞬時にホスト―ゲストとしての自己を表現する手段と身構えを帯びている
ように感じられる。本企画では、その手段を「交歓」と仮に定義し、諸地域の報告から様々な境
界を含む交渉のフィールドとしての宴会、共食、そして日常的な社会生活のあり方を検討する。 
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